












要約 内科領域における川崎病後遺症について明らかにするために 15～39 歳で冠動脈瘤

があるまたは川崎病の既往あるいは既往の疑いのある虚血性心疾患患者 25 症例について

臨床病理学的に検討した。23 例に冠動脈瘤があり,他の 2 例は乳幼児期に川崎病の既往歴

があった。臨床診断は 19 例で心筋梗塞,5 例で狭心症,1 例で不整脈であった。虚血性心疾

患の発症時期は 12～19 歳で 8例,20～29 歳が 8例,30～39 歳が 9例であった。このことは

川崎病後遺症冠動脈瘤のある例において虚血性心疾患が内科領域で生ずることを示してお

り,今後の川崎病患者の follow up に重要な示唆を与える。 


